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プレスリリース

平成２１年１１月２０日

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 野菜茶業研究所

株式会社 日本製紙グループ本社

茶新品種「サンルージュ」
－アントシアニンを多く含む新タイプの茶品種を育成－

ポイント

新芽中のアントシアニン含量が高く、炭疽病、輪斑病に抵抗性を示し、

栽培特性に優れた新タイプの茶品種を育成しました。

概 要

農研機構 野菜茶業研究所【所長 望月龍也】と日本製紙グループ本社【社長

芳賀義雄】は、新芽中のアントシアニン含量が高い茶品種「サンルージュ」を共

同で育成しました。炭疽病や輪斑病に比較的強い抵抗性を示し、芽数が多く、仕

立てやすいなど栽培特性に優れています。

アントシアニンは抗酸化作用や抗眼精疲労作用が期待できる植物由来機能性成

分として注目されています。「サンルージュ」の育成により、茶に一般的に含ま

れるカテキン類等の機能性成分との同時利用が可能となり、茶の新しい需要の創

出が期待されます。

本品種は、農研機構 生物系特定産業技術研究支援センターの「イノベーション創

出基礎的研究推進事業（発展型）」における、プロジェクト研究「抗疲労作用のある

新規高アントシアニン茶品種育成と利用食品開発」で得られた成果です。

問い合わせ先

研究推進責任者：野菜茶業研究所長 望月龍也

研究担当者：野菜茶業研究所 野菜・茶機能性研究チーム長 山本（前田）万里

TEL 0547-45-4101（金谷茶業研究拠点） FAX 0547-46-2169

(品種担当)：野菜茶業研究所 野菜・茶機能性研究チーム 上席研究員 根角厚司

TEL 0993-76-2126（枕崎茶業研究拠点） FAX 0993-76-2264

広報担当者：野菜茶業研究所 企画管理部 情報広報課長 鈴木康夫

TEL 059-268-4626 FAX 059-268-3124

本資料は、鹿児島県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ、重工記者クラブ、

農業技術クラブ及び筑波研究学園都市記者会に配付しております。
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新品種育成の背景・経緯

アントシアニンを多く含む品種を育成することで、茶に含まれるカテキンとの

同時利用が可能となり、茶の需要拡大が期待できます。既存の高アントシアニン

系統である「紅花」や「茶中間母本農６号」は、収量が少なく、栽培が難しい等

の欠点があったため、上記２品種よりも栽培形質が優れたアントシアニン含量の

高い品種の育成に取り組みました。

「茶中間母本農６号」を育種素材とし、その実生集団の中からアントシアニン

含量が高く、炭疽病・輪斑病に抵抗性があり、芽数も多く栽培しやすい「サンル

ージュ」を選抜しました。

新品種「サンルージュ」の特徴

１．「茶中間母本農６号」の自然交雑実生群から2001年に採種し、圃場での栽培

試験、培養苗適性試験等により選抜しました（図１）。

２．「茶中間母本農６号」よりもアントシアニンを多く含み、熱湯抽出でも水色

は赤くなります（図２、図３）。

３．炭疽病や輪斑病には比較的強い抵抗性を示します（表１）。また、芽数が多

く、仕立てやすいのも特徴です。

４．光独立栄養培養法で発根させた後、セル育苗した苗木を定植した場合、圃場

での活着、定植後の生育が優れます（図４、図５）。

茶中間母本農6号C.taliensis サンルージュ
（旧系統名：枕個03-1384）（旧系統名：F95181）

図１ 「サンルージュ」の育成系統図

（自然交雑） （自然交雑）

図２ 「サンルージュ」の一番茶新芽(左）と水色(右)

サンルージュ 左：サンルージュ 右：やぶきた



- 3 -

表１ サンルージュの栽培特性

品種名 早晩性 樹姿 樹勢 差し床 定植後 耐病性

の生育 の活着 炭疽病 輪斑病 赤葉枯病

サンルージュ 中生 中間 やや強 不良 良 やや強 強 やや弱

茶中間母本農6号 早生 やや直立 やや強 極不良 不良 中 強 弱

やぶきた 中生 やや直立 やや強 良 良 弱 弱 中

注）定植後の活着は光独立栄養培養法を用いたプラグ苗を定植した場合の評価

図５ 定植後１年目の生育状況

（小松島市：日本製紙試験圃場）

サンルージュ

図４ 光独立栄養培養法を用いた苗の生産

左：高二酸化炭素条件で、１葉１芽の枝から発根させる。
右：発根した苗をプラグに移植し、馴化・育苗する。
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品種の名前の由来

太陽の強い日差しの中で、紅色の新芽が萌え立つ様子から口紅をイメージして

命名しました。また、これまでの茶品種ではカタカナ表記のものはありませんで

したが、機能性成分をターゲットにしたわが国最初の品種であることから、これ

までにないカタカナ表記の品種名にしました。

種苗の配布と取り扱い

平成21年6月3日に品種登録出願(品種登録出願番号：第23800号)を行い、平成2

1年8月18日に品種登録出願公表されました。

平成21年10月29日から5年間は、株式会社日本製紙グループ本社（アグリ事業

推進室）を通じて販売します。

用語の解説

アントシアニン

植物に含まれる紫色の色素のことでポリフェノールの一種のフラボノイド類で

す。ブドウや、ブルーベリー、カシス、紫芋、あずきなどに含まれています。ア

ントシアニンには目の疲れを癒したり、目の健康を維持する働きが大きいとされ

ています。また、他のポリフェノール同様、強い抗酸化作用により、老化防止等

の作用があるとされています。

茶中間母本農６号

新芽が赤い中間母本品種です。茶の近縁種であるカメリア・タリエンシス（C.

taliensis）の自然交雑実生から選抜されました。樹勢が強く葉が大きい一方で

芽数が少なく茎が太いことが欠点で、茶としての栽培特性を改良する必要があり

ます。

紅花

新芽、花、根にアントシアニンが蓄積し、紅色を呈する茶の在来種です。赤い

花が咲くことから、通称「紅花（べにばな）」と呼ばれています。葉が小さく、

生育が極めて劣るため、栽培種としては普及していません。

炭疽病

全国的に発生が見られる茶の重要病害で、特に山間地や南九州で多く発生しま

す。発生部位は成葉で、新芽の生育期に雨が多いと多発します。秋に多発し、落

葉が著しいと、一番茶が減収します。

輪斑病

葉や茎の傷口から感染する茶の重要病害です。気温が高くなってから成葉や枝

に発生し、被害が大きいと減収します。

赤葉枯病

茶樹の生理活性が弱くなった時に発病しやすい病害で、葉や新梢に症状が現れ

ます。
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光独立栄養培養法

植物の光合成能力を助長することにより、栄養分の糖を与えずに二酸化炭素と

水と光で植物を培養する方法です。

定植後の活着

活着は、苗を圃場に定植した後、順調に生長を続ける状態になることです。一

般に、定植後一定期間を過ぎて生き残った株の本数を活着率として表します。活

着の善し悪しは、成園化までの期間や管理の難易に大きく影響します。苗の活着

は定植時の苗の状態や定植後の管理に大きく左右されますが、品種による差も大

きく、活着の良い苗や品種を植えることが重要です。


